
令和８年度 全国学力・学習状況調査結果報告

中学校



令和８年度全国学力・学習状況調査の実施概要

１ 調査日
令和８年４月２０日（月）～５月２９日（金）

２ 調査集計対象
中学校第３学年生徒 全国 842,491人（あきる野市立学校 577人）

３ 市内実施校数（市立）
全市立中学校６校

４ 調査の目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、
○全国的な生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る
○学校における生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる
○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する

５ 調査内容
① 教科に関する調査

○国語、数学、英語（CBT）
② 質問紙調査

○生徒質問紙調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査）
○学校質問紙調査（指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況に関する調査）



全国（公立）平均正答率との差の推移（中学校）
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数学
-3.5 +1.0

本データは、令和5年度に小学6年生だった児童が、令和8年度に中学3年生となった際の数値（同一児童・生徒）を比較したものです。

算数 数学



下位 ← → 上位

D層 C層 B層 A層

0-6問 7-9問 10-11問 12-15問

あきる野市（公立） 19.7 24.4 22.4 33.2

東京都（公立） 15.0 22.3 22.5 40.1

全国（公立） 19.5 24.9 22.1 33.5
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〈平均正答数〉

〈四分位における割合％〉 ※全国（公立）の四分位による

D層
19.7%

令和７年度と比較して
・正答率が全国（公立）を0.1%上回った
・A層の割合が16.5％増加した
・D層の割合が5.8%減少した

「国語」に関する調査結果（正答数分布）

A層

国語

あきる野市（公立） 9.7 / 15 64 R5 R6 R7 R8
東京都（公立） 10.1 / 15 68 -4.0 -4.2 -8.7 -1.8 +0.1

全国（公立） 9.6 / 15 63.9 0.1

平均正答率 全国平均正答率との差平均正答数



全国（公立）平均との差 R5 R6 R7 R8

知識・技能 -5.4 -4.4 -3.7 +0.2

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 -5.1 -4.7 -3.7 -0.1

(2) 情報の扱い方に関する事項 -3.6 -2.2 なし +1.1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 -6.8 -7.9 なし なし

思考・判断・表現 -3.0 -3.0 -2.6 +0.8

Ａ　話すこと・聞くこと -1.7 -1.7 -3.1 +1.8

Ｂ　書くこと -3.8 -3.8 -2.6 +0.1

Ｃ　読むこと -3.6 -3.5 -2.1 +0.8

「国語」に関する調査結果（領域別の結果）
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「国語」課題が見られた問題の概要と指導改善のポイント

〈大問４二〉語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を捉えることができるかどうかをみる。
（正答率35.1％）※無回答17.4％

「ほうふつとさせる」の別の表現として「ありありと」「イメージ」と解答するのは言葉の意味の一部分を捉
えるにとどまっており、不十分である。語句の文脈上の意味を正確に捉えるためには、辞書を活用して語句の
意味や使い方に対する認識を深めることが大切である。その上で、文章中の語句と語句との関係を捉えること
によって、文章の「構造と内容の把握」や「精査・解釈」を確かにしたり深めたりしてくことができる。

指導改善のポイント

〈大問３三〉段落相互の関係を明確にし、文章の展開を工夫することができるかどうかをみる。
（正答率62.5％）※全国（公立）平均正答率から-2.5％

これまで読んできた随筆を想起させ、筆者は伝えたいことを効果的に伝えるためにどのように展開を工夫して
いるかを確認して自分の書くことに生かす学習が考えられる。展開の工夫について考える際には、本問で選択
肢として示したもののように、書き手の意図とそれに応じた文章の構成や展開の例を示すことも効果的である。

指導改善のポイント

学習指導要領における内容 「（１）言葉の特徴や使い方に関する事項」

学習指導要領における内容 「B 書くこと」

（「令和８年度全国学力・学習状況調査（報告書）」文部科学省・国立教育政策研究所）
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「数学」に関する調査結果（正答数分布）

26.8％

〈平均正答数〉

令和７年度と比較して
・正答率が全国（公立）を1.0%上回った
・A層の割合が10.0％増加した
・D層の割合が11.2%減少した

〈四分位における割合％〉 ※全国（公立）の四分位による
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下位 ← → 上位

D層 C層 B層 A層

0-4問 5-9問 10-12問 13-16問

あきる野市（公立） 15.6 32.5 22.9 29.0

東京都（公立） 14.6 27.1 22.9 35.4

全国（公立） 19.4 30.3 21.0 29.1

数学

国語

あきる野市（公立） 9.3 / 16 58 R5 R6 R7 R8
東京都（公立） 9.9 / 16 62 -4.0 -4.2 -8.7 -1.8 +1.0

全国（公立） 9.1 / 16 57.0 1.0

平均正答率 全国平均正答率との差平均正答数
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15.6%



「数学」に関する調査結果（領域別の結果）
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全国（公立）平均との差 R5 R6 R7 R8

知識・技能 -4.3 -1.0 -3.6 +1.6

思考・判断・表現 -4.3 -6.9 -4.7 +0.5

全国（公立）平均との差 R5 R6 R7 R8

Ａ　数と式 -5.7 -4.2 -3.5 +1.8

Ｂ　図形 -4.7 -3.5 -4.3 +3.6

Ｃ　関数 -3.4 -2.3 -3.2 -1.8

Ｄ　データの活用 -2.5 -1.2 -5.5 +0.9



「数学」課題が見られた問題の概要と指導改善のポイント

〈大問７（２）〉数学的に表現したことを事象に即して解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるか
どうかをみる。 （正答率32.1％）※無回答39.3％

問題解決の見通しを立てる場面において自分の考えた解決の方法を表現したり、問題解決を振り返る場面にお
いてどのような方法で解決したのかをまとめたりすることが大切である。その際、表現が不十分な説明を取り
上げるなどして、より洗練された表現に高めていく活動を取り入れることが考えられる。 なお、まとめた問題
解決の方法を適用して新たな問題解決の見通しを立てる場面を設定することで、問題解決の方法を数学的に表
現することのよさを実感できるように指導することも大切である。

指導改善のポイント

〈大問４〉反比例の関係を表す表の特徴を捉えて、ｘの値に対応するｙの値を求めることができるかどうかをみる
（正答率49.0％）※全国（公立）平均正答率から-6.3％

反比例の表から二つの数量の変化や対応の特徴を捉えたり、それらの特徴を基に x 
の値に対応する y の値を求めたりする活動を取り入れ、反比例の意味の理解を深めることができる
ように指導することが大切である。

指導改善のポイント

学習指導要領における領域・内容 「C 関数」

学習指導要領における領域・内容 「C 関数」

（「令和８年度全国学力・学習状況調査（報告書）」文部科学省・国立教育政策研究所）



10% 25% 50% 75% 90%

あきる野市（公立） 494 367 421 487 561 628

東京都（公立） 530 387 451 529 602 669

全国（公立） 499 364 419 494 571 641

全国（公立）との差 -5 3 2 -7 -10 -13
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「英語」に関する調査結果（正答数分布）

〈IRTバンド分布グラフ（横軸：IRTバンド 縦軸：割合）〉

〈IRTスコア集計値〉

パーセンタイル値90％のIRTスコアが、
全国（公立）と比較し13ポイント低い

IRTバンド4～5の割合の合計が
全国（公立）と比較し3.1%低い
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https://www.nier.go.jp/kaihatsu/kensyushiryoudouga/26bunseki.html

全国学力・学習状況調査の分析にかかる研修資料動画



50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

120.0

国語の勉強は得意

国語の勉強は好き

国語の授業の内容はよく分かる

国語の授業で学習したことは、将来、社

会に出たときに役に立つと思う

数学の勉強は得意

数学の勉強は好き

数学の授業の内容はよく分かる

数学の授業で学習したことは、将来、社

会に出たときに役に立つと思う

英語の勉強は得意

英語の勉強は好き

英語の授業の内容はよく分かる

英語の授業で学習したことは、将来、社

会に出たときに役に立つと思う

あきる野市（公立）

全国（公立）

各教科への興味・関心、理解度
○肯定的な回答（当てはまる、どちらかといえば、当てはまる）と回答した生徒の割合

〈全国（公立）を１００としたときの割合〉
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国語の授業で、互いの立場や考えを尊重しながら話し合

い、結論を導くために考えをまとめている

国語の授業で、文章を書いた後に、表現の工夫とその効

果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分

の文章のよい点や改善点を見いだしている

数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用で

きている

数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずに

いろいろな方法を考えている

数学の授業で、どのように考えたのかについて説明する

活動を活動を行った

文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれてい

ることを理解することができる

将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就

いたりしたい

これまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的

に英語を使う機会が十分にあった

聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で

問答したり意見を述べ合ったりする活動を行った

聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で

書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動
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各教科への興味・関心、理解度
○肯定的な回答（当てはまる、どちらかといえば、当てはまる）と回答した生徒の割合

〈全国（公立）を１００としたときの割合〉

〈大問９（３）〉
（正答率29.6％）

〈大問２（四）〉
（無回答率10.1％）
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と思う
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挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等
○肯定的な回答（当てはまる、どちらかといえば、当てはまる）と回答した生徒の割合

（「令和８年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」文部科学省・国立教育政策研究所）

前年度との比較（肯定的な回答をした児童の割合）〈全国（公立）を１００としたときの割合〉

○「先生は、あなたのよいところを認めてくれる」への回答と、「自分には、よいところがある」「困りごとや不安がある時に
先生が学校にいる大人にいつでも相談できる」「学校に行くのは楽しい」「学級では、人と違う意見を言っても否定されない
と思う」への回答の間には相関が見られ、相互に影響を与えている可能性がある。



85.0

90.0

95.0

100.0

105.0

①自分には、よいところがある

②先生は、あなたのよいところを認めてくれ

ている

③将来の夢や目標を持っている

④人が困っているときは、進んで助けている

⑤いじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思う

⑥困りごとや不安がある時に、先生や学校に

いる大人にいつでも相談できる

⑦人の役に立つ人間になりたいと思う

⑧学校に行くのは楽しいと思う

⑨自分と違う意見について考えるのは楽しい

と思う

⑩友達関係に満足している

⑪学級では、人と違う意見を言っても否定さ

れないと思う

⑫普段の生活の中で、幸せな気持ちになるこ

とがある

あきる野市（公立） 全国（公立）

86.9 

93.6 

68.4 

91.3 

97.2 

74.0 

96.1 

88.0 

77.6 

92.0 

92.4 

81.5 

89.1 

70.7 

88.9 

96.3 

70.4 

95.1 

82.6 

75.2 

89.4 

61.7 

89.6 

60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

R7 R8

挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等（いじめ・不登校）
○肯定的な回答（当てはまる、どちらかといえば、当てはまる）と回答した生徒の割合

前年度との比較（肯定的な回答をした児童の割合）〈全国（公立）を１００としたときの割合〉

○「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか」という質問に肯定的な回答をする生徒の割合

令和８年度結果 ９6.3%
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①資料や文章、話の組立てなどを

工夫して発表してる

②課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいる

③学んだことを生かしながら、自

分の考えをまとめる活動を行って

いる

④自分にあった教え方、教材、学

習時間などになっている

⑤話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、新たな考え方に

気付いたりすることができている

⑥分かった点や、よく分からな

かった点を見直し、次の学習につ

なげることができている

⑦授業で学んだことを、ほかの学

習で生かしている

⑧先生は、理解していないところ

について、分かるまで教えてくれ

ていると思う

⑨周りの人の考えを大切にして、

お互いに協力しながら課題の解決

に取り組んでいる

あきる野市（公立） 全国（公立）

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況

各教科の正答率と関連

○肯定的な回答（当てはまる、どちらかといえば、当てはまる）と回答した生徒の割合

（「令和８年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」文部科学省・国立教育政策研究所）

〈全国（公立）を１００としたときの割合〉 前年度との比較（肯定的な回答をした児童の割合）

○主体的・対話的で深い学びに取り組んだと考える生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が見られる。

○学びの主体的な調整ができていると考える生徒ほど、各教科の正答率・スコアが高い傾向が見られる。

個 別

協 働

調 整

協 働

個 別

調 整
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①資料や文章、話の組立てなどを

工夫して発表してる

②課題の解決に向けて、自分で考

え、自分から取り組んでいる

③学んだことを生かしながら、自

分の考えをまとめる活動を行って

いる

④自分にあった教え方、教材、学

習時間などになっている

⑤話し合う活動を通じて、自分の

考えを深めたり、新たな考え方に

気付いたりすることができている

⑥分かった点や、よく分からな

かった点を見直し、次の学習につ

なげることができている

⑦授業で学んだことを、ほかの学

習で生かしている

⑧先生は、理解していないところ

について、分かるまで教えてくれ

ていると思う

⑨周りの人の考えを大切にして、

お互いに協力しながら課題の解決

に取り組んでいる

あきる野市（公立） 全国（公立）

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況
○肯定的な回答（当てはまる、どちらかといえば、当てはまる）と回答した生徒の割合

（「令和８年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」文部科学省・国立教育政策研究所）

〈全国（公立）を１００としたときの割合〉 前年度との比較（肯定的な回答をした児童の割合）

○「周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいる」への回答と、「人が困っているときは、
進んで助けている」「学校に行くのは楽しい」「自分と違う意見について考えるのは楽しい」「学級では、人と違う意見を
言っても否定されないと思う」への回答の間には相関が見られ、相互に影響を与えている可能性がある。



ICTを活用した学習状況
○肯定的な回答（とてもそう思う、そう思う）と回答した生徒の割合〈全国（公立）を１００としたときの割合〉

（「令和８年度全国学力・学習状況調査の結果（概要）」文部科学省・国立教育政策研究所）
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①ICT機器で文章を作成する

ことができる

②インターネットを使って情

報を収集することができる

③ICT機器を使って情報を整

理することができる

④ICT機器を使って学校のプ

レゼンテーションを作成する

ことができる

あきる野市（公立）

全国（公立）

〈全国（公立）を１００としたときの割合〉
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前年度との比較（肯定的な回答をした児童の割合）
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PC・タブレットなどのICT機器を、
「ほぼ毎日」「週３回以上」使用していると回答した児童の割合

ICT機器を使って情報を
整理することやプレゼン
テーションを作成するこ
とに課題がある

○ICT機器を活用する自信がある生徒ほど、わからないことや詳しく知りたいことがあったときに自分で学び方を考えて工夫したり、課題の解決に向けて自分で考えて取り
組んだりしていると考えている傾向が見られる。（個別最適な学び）
○ICT機器を活用する自信がある生徒ほど、話し合う活動を通じて自分の考えを深めたり新たな考えに気づいたり、自分の考えがうまく伝わるように資料や文章、話の組立
てなどを工夫して発表したりしていると考えている傾向が見られる。（協働的な学び）


